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齢八十，振り返りみる若き日々と皮膚科学研究

田 上 八 朗

At Age 80, Looking Back upon My Young Days and Dermatological Research

Hachiro TAGAMI

1. は じ め に

昔，文学書や古典を読みふけった若き時代，齢八十と
言えば，信じられない高齢者であった。今や私自身が，
その齢に達し，子供時代，病弱の身で，よく生きてきた
ものと不思議でもある。勿論，現実の私には，頻繁な物
忘れが起きてきており，脳の老化を強く自覚させられ，
さらには昨年秋には，突発性難聴で右耳は補聴器着用で
何とか聴こえても，左耳はほとんど聴こえなくなり，つ
いに長年の医療活動からも撤退した。
さて，四年前，学会創立40周年記念誌に「皮膚科医

として歩んだ中での香粧品学会との幸運な出会い」1）の
一文を寄稿しており，ここでは若き日の学問人生に思い
を馳せてみたい。

2. 皮膚科医を目指すまで

1939年，すなわち昭和14年，鉄道員を父，助産婦を
母に，私は六人兄弟の病弱な末っ子として東京飯田町の
国鉄官舎に生まれた。終戦の翌年，蒲田で空襲から焼け
残った幼稚園の校舎を借りての小学校に入学し，扁桃腺
炎や中耳炎で頻繁に欠席を繰り返し，五年生では肺結
核，高校一年生では糸球体腎炎と，あまり運動もできな
い病身の育ちをしてきた。
実際に私の人生を決めたのは，新宿高校の関西修学旅
行である。まだ焼け跡から復興中の東京と違い，京都，
奈良に残る数多くの文化遺産を目の当たりにして魅了さ
れてしまった。何としても京都に暮らしてみたいと，高
校から唯一人，京大，それも医学部を進学先と決めた。
京大には，その三年前から55名の医学部進学課程が設
けられ，最難関の入学試験さえ突破できれば，二年後に
は無試験で医学部に進学し，少なくとも六年間は憧れの
京都に暮らせるのである。
幸い難関の入学試験に合格し，初めの一年は宇治市郊
外の農家に下宿し，教養部の講義を宇治分校で受けて，
余暇には文学書を読みふけったり，自転車で神社仏閣を
訪ねて回ったりした。そして，二年目からは京都の南禅

寺境内の家に下宿し，吉田分校で残りの一年間の教養部
の講義を聴き終え，その後の四年間は医学部で講義を受
けてきた。
たとえ助産婦の息子とは言え，私は医者通いで育って
きたので，医学部の講義や実習には，皆，興味を持て
た。当時の医学専門用語は，まだ伝統的なドイツ語中心
ではあったが，米国人講師を囲んでの ESS（英会話）ク
ラブにも参加し，毎朝，同級の部長と大文字の中腹まで
散歩しつつの英会話の練習にも励んだ。
何より，学年が進み病院実習が始まると，目に見える
皮膚病変の肉眼的特徴，時には，その病理組織像から，
誰もが納得する診断を下し，治療されていく皮膚科の太
藤重夫教授の診療振りに魅了されて，一年間のインター
ン修了後の入局先と決めた。

3. 米国留学で知った国際的研究の大切さ

この時代，医学部卒業後の数年間は，皆，無給医で医
療アルバイトをして生活を支えた。ところが，幸運にも
私は二年目にして米国留学の機会に恵まれた。私の皮膚
科教室入局の年，太藤教授が文部省からの欧米視察旅行
に出られ，ユニークな皮膚科学教科書や論文出版で注目
されていた米国ペンシルバニア大学皮膚科を訪ねてク
リーグマン教授と会われた。そこで，留学生を一人送っ
ては，という誘いを受けて帰国されたのである。
しかし，医学用語もまだドイツ語中心の当時，先輩た
ちに留学希望者が出ず，まだ研修医一年目の私にまでそ
の話が回ってきた。かくて，医学部の同級では一番早い
米国留学の機会をいただき，まさに，これこそが，私の
学問人生の道筋を拓いてくれた。
勿論，貧しい無給医の身，当時，学生たちが多く利用
していた最も安い渡航方法を探し出し，太平洋を船，米
国大陸は汽車で横断と，ほぼ1カ月近く，英語能力に磨
きをかけつつ，東海岸のフィラデルフィアにたどり着い
た。それからの二年半，研究グループの一員として，ク
リーグマン教授の独創的な発想からの研究指導や文献紹
介を兼ねた講義に酔いしれながら，正常人の皮膚を対象

  

これまでの研究を振り返って

寄稿


